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午前九時〇〇分開会 

午前九時〇〇分開議 

○議長（髙野正君） おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は１０人です。定足数に達していますので、平成３０年美浜町議

会第１回定例会を開会します。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配付のとおりです。 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員に、会議規則第１２６条の規定によって、５番 龍神議員、６番 繁田

議員を指名します。 

 日程第２ 会期決定の件を議題とします。 

 事務局長から別紙会期予定表を説明します。 

○事務局長（北裏典孝君） 説明します。 

 平成３０年美浜町議会第１回定例会会期予定表。 

 ３月６日・火曜日、本会議、１番、会議録署名議員の指名、２番、会期の決定、３番、

諸報告、４番、平成３０年度施政方針、５番、全議案の提案理由説明、散会後、全員協議

会を開きます。協議事項は、一部事務組合及び広域連合の平成３０年度予算についてです。

終了後、総務産業建設常任委員会及び文教厚生常任委員会を開きます。 

 ７日・水曜日、休会。 

 ８日・木曜日、休会。なお、この日は一般質問の通告締め切り日となっております。午

前１１時が締め切り時間でございます。 

 ９日・金曜日、休会。 

 １０日・土曜日、１１日・日曜日、休会、閉庁です。 

 １２日・月曜日、休会。 

 １３日・火曜日、本会議、一般質問。 

 １４日・水曜日、本会議、一般質問、議案審議。 

 １５日・木曜日、本会議、議案審議。 

 １６日・金曜日、本会議、議案審議。 

 １７日・土曜日、１８日・日曜日、休会、閉庁です。 

 １９日・月曜日、本会議、議案審議。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） お諮りします。 

 本定例会の会期は、事務局長説明のとおり、本日から３月１９日までの１４日間にした

いと思います。 

 ご異議ありませんか。 

○議員 「異議なし」 
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○議長（髙野正君） 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から３月１９日まで

の１４日間に決定しました。 

 日程第３ 諸報告を行います。 

 本定例会に町長から提出された議案はお手元に配付していますが、事務局長から報告し

ます。 

○事務局長（北裏典孝君） 報告します。 

 報告第１号 専決処分事項の報告（平成２９年度美浜町一般会計補正予算（第７号））

について 

 議案第１号 美浜町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める

条例の制定について 

 議案第２号 美浜町中小企業・小規模企業振興基本条例の制定について 

 議案第３号 美浜町公の施設に係る指定管理者の指定手続き等に関する条例の制定につ

いて 

 議案第４号 美浜町カナダミュージアムの設置及び管理に関する条例の制定について 

 議案第５号 美浜町アメリカ村ゲストハウスの設置及び管理に関する条例の制定につい

て 

 議案第６号 美浜町アメリカ村レストランの設置及び管理に関する条例の制定について 

 議案第７号 美浜町産品コーナーの設置及び管理に関する条例の制定について 

 議案第８号 美浜町多目的室の設置及び管理に関する条例の制定について 

 議案第９号 美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

 議案第１０号 美浜町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

 議案第１１号 美浜町地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関する条例の

一部を改正する条例について 

 議案第１２号 美浜町手数料徴収条例の一部を改正する条例について 

 議案第１３号 美浜町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例について 

 議案第１４号 美浜町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について 

 議案第１５号 美浜町介護保険条例の一部を改正する条例について 

 議案第１６号 美浜町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 

 議案第１７号 平成２９年度美浜町一般会計補正予算（第８号）について 

 議案第１８号 平成２９年度美浜町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について 

 議案第１９号 平成２９年度美浜町介護保険特別会計補正予算（第４号）について 

 議案第２０号 平成２９年度美浜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）につい

て 

 議案第２１号 平成３０年度美浜町一般会計予算について 

 議案第２２号 平成３０年度美浜町国民健康保険特別会計予算について 
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 議案第２３号 平成３０年度美浜町農業集落排水事業特別会計予算について 

 議案第２４号 平成３０年度美浜町公共下水道事業特別会計予算について 

 議案第２５号 平成３０年度美浜町介護保険特別会計予算について 

 議案第２６号 平成３０年度美浜町後期高齢者医療特別会計予算について 

 議案第２７号 平成３０年度美浜町水道事業会計予算について 

 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 以上です。 

○議長（髙野正君） 町長提出議案は以上です。 

 本日までに受理した陳情書は、お手元に配付しました文書表のとおりです。 

 次に、議員派遣の結果報告については、お手元に配付のとおりです。 

 しばらく休憩します。 

午前九時〇九分休憩 

   ―――・――― 

午前九時〇九分再開 

○副議長（谷重幸君） 議長を交代し、再開します。 

 諸報告を続けます。 

 去る２月８日、全国町村議会議長会第６９回定期総会において、髙野正議長が町議会議

員として１５年以上在職し、その功労に対し、自治功労者表彰を受賞されましたので、表

彰状の伝達を行います。前へお進みください。 

  （髙野議員表彰状の伝達） 

表彰状 和歌山県美浜町 髙野正殿 

あなたは町村議会議員として多年にわたり地域の振興発展に寄与されたその功績はまこと

に顕著であります。よってここにこれを表彰します。 

平成３０年２月８日 全国町村議会議長会 会長 櫻井正人 

（場内拍手） 

 しばらく休憩します。 

午前九時十一分休憩 

   ―――・――― 

午前九時十一分再開 

○議長（髙野正君） 再開します。 

 諸報告を続けます。 

 地方自治法第１２１条の規定によって、本定例会に説明員として出席通知のありました

者の職、氏名を一覧表としてお手元に配付しています。 

 これで諸報告を終わります。 

 日程第４ 平成３０年度施政方針を求めます。町長。 

○町長（森下誠史君） おはようございます。 
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 平成３０年第１回定例会の開会に当たり、私の平成３０年度の町政運営に関する考え方

と方針を申し上げ、議員各位並びに町民の皆様のご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

 町長就任以来、これまで一貫して「感動の美浜は笑いと元気から」をスローガンに、さ

まざまな施策に取り組んでまいりましたが、平成３０年度は、いよいよ私の２期目任期の

仕上げの年となります。 

 これまで議員各位の深いご理解・ご協力によりここまで務められたこと、改めまして、

この場をおかりし、厚くお礼申し上げます。 

 さて、昨年度は、念願であった松原地区高台津波避難場所整備工事が完了し、濱ノ瀬、

新浜、田井畑地区の津波避難困難地域が解消するとともに、県の日高川水系河川整備計画

による西川河川整備に着手していただき、懸案であった和田不毛一帯の冠水被害の軽減に

向けて一歩を踏み出すことができました。 

 国の補正予算もつけていただき、事業の進捗が早まることを大いに期待するものでござ

います。 

 また、三尾地区の場外離着陸場整備事業につきましては、用地を購入し、繰り越しにな

りますが完成のめどが立ち、防災対策の各種施策を進めることで、私の２期目の公約の大

きな柱である「津波による犠牲者ゼロへ」、近づけたのではないかと考えてございます。 

 また、地方創生事業の取り組みにおきましては、まずは、アンテナショップＭＩＨＡＭ

Ａを継続してオープンし、地元産品を身近に購入していただける場として取り組んでまい

りました。 

 「三尾の日ノ岬・アメリカ村の再生とふるさと教育」につきましては、三尾公民館の２

階を改修してレストランの整備、ご寄附いただいた古民家の保存、お借りした古民家の宿

泊所としての整備の３施設を中心に、地元協議会の方々に大変熱心に取り組んでいただき、

ＮＰＯ法人の設立にまでこぎつけていただいたことで、今後の運営母体として事業をさら

に推進していただけるものと期待してございます。 

 また、吉原公園周辺の「ふれあいと健康と起業のまち」につきましても、多目的室や産

品コーナー等が完成に向けて急ピッチで進んでいますので、今後は協議会や地元組織を中

心に、吉原公園一帯を拠点としたさまざまな取り組みが進められるものと考えてございま

す。 

 これらの取り組みにより、「美浜町に住んでみたい」、「美浜町で子どもを育ててみた

い」という方をふやし、地方創生の本来の目的である人口増加につながればと期待してご

ざいます。 

 これらの事業の立ち上げに奔走していただいた西山地方創生統括官には大変感謝してご

ざいます。 

 さて、国におきましては、アベノミクスによる経済対策が進められる中、企業の業績改

善などが見られ、景気は上向きであるというのが大方の識者の見解であるようでございま

す。 
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 また、アメリカ大統領の法人税率の引き下げ施策によって、自動車産業などでは過去最

高の収益となったという新聞記事も見受けられますし、公務員の給料も４年連続で引き上

げられるなど、景気上向きの気配は感じられるところでございます。 

 しかしながら、国家予算とは別に国が発表する「地方財政計画」によると、若干の地方

税の伸びはあるものの、美浜町にとって最大の財源である地方交付税につきましては、総

額ベースでマイナス２％となるなど、大変厳しい予想となってございます。 

 また、民間給与が公務員と同じく上がっているかといえば、当地方ではまだその実感が

ないのではと推察いたします。 

 さらに、高齢化、医療の高度化などにより医療、介護に要する費用は、現在の制度のも

とでは増加傾向が続くことは避けられず、財政力の弱い小規模自治体には引き続き厳しい

財政運営が求められる状況となってございます。 

 当町におきましては、国勢調査による人口の減少などの影響で、普通交付税は地方財政

計画以上に縮小することも予想され、歳出では、医療、介護に係る費用の増加や、下水道

料金の平準化により、５年間は一般会計から農業集落排水事業特別会計、公共下水道事業

特別会計に基準外の繰り出しをすることになっていますので、固定経費の上昇により経常

収支比率や公債費比率の上昇を懸念してございます。 

 なお、これまで議会の場で「財政調整基金残高は１０億円を切らないよう維持したい」

とお答えしてまいりましたが、防災対策などさまざまな施策を進める中で今年度当初予算

編成時に、基金からの取り崩しを見込んだことで、１０億円を割り込む結果となってござ

います。 

 そんな中で、介護保険におきましては高齢者の皆様方の「健康寿命を延ばそう」という

高い意識のもと、ステップのみはま健康教室や、各地域においていきいき１００歳体操な

どの取り組みを継続していただいた結果、平成３０年度からの介護保険料はほぼ横ばいに

抑えられる見通しとなっていて、大幅な値上げを予定している周辺自治体がある中、美浜

町ではこれが抑えられるという大きな成果を上げており、明るい材料となってございます。 

 全般的には、非常に厳しい状況ではありますが、防災対策を初め、福祉、産業育成、さ

らには道路などのインフラ整備は、引き続き全力で取り組んでいかなければなりません。 

 限られた財源しかなく、大変厳しい状況ではございますが、議員の皆様方のご協力をい

ただきながらかじ取りを進めてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 さて、平成３０年度の一般会計の総額は３７億５６，８５１千円で、前年度当初予算と

比較して１億６６，４６８千円の減額となってございます。 

 主な減額の要因は、社会資本整備総合交付金を活用した町道吉原上田井線改良工事の予

算額の減額が大きく影響してございます。 

 また、各地区からの要望につきましても、慎重に検討を行い、直ちに予算化できるもの

と、段階的に実施していくもの、しばらくお待ちいただくものを、優先順位をつけて精査

いたしました。 
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 では、平成３０年度の主要施策につきまして、概要を長期総合計画の３つの基本目標の

記述に沿ってご説明申し上げます。 

 １つ目の基本目標、安心と安全～緑が映えるまちづくり～につきましては、①定住環境

の整備ということで、道路整備と上水道・下水道整備、住環境整備等が挙げられています。 

 上水道でございますが、今年度はろ過器修繕工事を実施し、浄水の品質確保に努めると

ともに、日高川からの取水口である若野頭首工の改良工事への負担金を継続して支出し、

引き続き安定的に水源確保に努めてまいります。 

 下水道整備につきましては、平成２８年度で公共下水道事業が計画区域の管渠工事を終

了いたしました。 

 昨年度議会において、農業集落排水事業の和田処理区、入山・上田井処理区と松原地区

公共下水道事業の料金の統一化、平準化についてお認めいただきましたので、５月分から

統一料金での運用を開始するとともに、松原地区公共下水道開始時にご負担いただいた受

益者負担金の返還事務に着手いたします。 

 道路につきましては、町の中心部から国道４２号線、湯浅御坊道路への重要なアクセス

道路として、平成２３年度から継続事業で実施してきている町道吉原上田井線は、現在橋

脚と橋台を鋭意建設中であり、今年度と来年度の２カ年で債務負担により、いよいよ橋梁

上部工に着手いたします。 

 また、町内の生活道路の整備につきましては、各地区からのご要望として上がっており

ます各路線の改良等に対し、内容を精査し優先順位をつけさせていただいた中で、地域の

皆様の利便性の向上を図ることとしてございます。 

 特に地元の区や学校からも要望のある町道田井和田中央線の美浜大橋から北に向けての

区間につきましては、御坊市寄りの路側帯を広げてカラー舗装することで、通学路として

の安全性の向上に努めてまいります。 

 住環境整備等ですが、合併処理浄化槽設置の上乗せ補助は継続いたしますが、マイホー

ム取得支援事業につきましては、効果が限定的であると判断し、廃止いたします。 

 地籍調査事業につきましては、昨年度の本の脇地区の調査をもって終了と、これまで説

明してまいりましたが、３０年近く前に実施いたしました吉原北側の圃場整備実施区域が、

これまで国土調査法第１９条第５項指定済面積として、地籍調査にかわるものと解釈して

まいりましたが、法務局との協議の結果、再度この地域を現在の測量技術により調査し直

す必要が生じましたので、今年度は吉原地区のこのエリアについて立ち会い調査を実施い

たします。 

 町営住宅につきましては、大浜団地は引き続き新規の入居者募集を停止し、維持管理の

み行うこととしてございます。 

 和田Ｂ団地、Ｃ団地につきましては、近い将来、計画的に外壁塗装や屋根の防水工事を

行うために、５年をめどに家賃収入額と起債償還額の差額を住宅基金に積み立てすること

としてございます。 
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 ②といたしまして、美しい自然環境の継承でございますが、まずはごみ対策で、人口の

減少や、住民意識の向上などから、収集委託料等はほぼ横ばいとなってございます。 

 また、地区要望にもあった大型ごみ集積場の監視カメラにつきましては、三尾と新浜で

新たにカメラを追加して、不法投棄の防止に引き続き努めてまいります。 

 もちろん今後とも、地球環境問題に関する住民意識を高める取り組みを継続してまいり

ます。 

 煙樹ヶ浜の松林の保全でございますが、保安林保護育成会の皆さんとの協働をさらに進

めるとともに、森林病害虫等防除事業を引き続き進めてまいります。 

 また、煙樹ヶ浜の松林は、住民が美浜町のシンボルとして全国に発信できる資源、財産

であることから、地方創生拠点整備交付金を活用した吉原公園周辺の整備が一部を除いて

完了することで、改めて住民の皆さんが松林を憩いの場として実感していただき、このエ

リアがその名のとおり「ふれあいと健康と起業のまち」の拠点としてにぎわうことを期待

してございます。 

 ③といたしまして、安心・安全に暮らせる環境の整備につきましては、何といっても防

災対策でございまして、昨年１１月には継続事業で実施してきた松原地区高台津波避難場

所整備工事が完成し、津波避難困難地域となる住民の皆さんの一時避難場所が確保できる

意義は大きく、最大級となるこの高台が、私の公約でもある、「津波による犠牲者ゼロ

へ」を実現するための大きな一歩であると考えてございます。 

 また、三尾地区の場外離着陸場整備事業につきましては、旧三尾小学校の東側の用地買

収が済み、工事着工までこぎつけたところでございます。 

 さらに、施設整備計画に沿って、浜ノ瀬地区に津波避難タワーを建設し、新たに上田井

地区津波避難施設の建設に向けた適地選定業務に着手いたします。 

 先に設計に取りかかる予定の田井畑地区津波避難施設の建設につきましては、設計予算

を繰り越し、その実施も含め継続して検討してまいります。 

 現在、地方債計画において、「緊急防災・減災事業債」いわゆる「緊防債」が延長継続

中でございますので、有利な起債を十分に活用して整備計画を着実に進めたいと考えてご

ざいます。 

 以前より、古家解体支援事業、家具転倒防止器具等設置の継続、県の補助金による「耐

震シェルター・ベッド設置補助金」も継続してまいります。 

 さらに、老朽化により倒壊のおそれがある旧三尾小学校の講堂につきましては、昨年度

に設計ができましたので、今年度はいよいよ解体工事に取りかかります。 

 また、２年間継続で実施した県の「きのくに防犯カメラ設置事業補助金」を活用した防

犯カメラの設置については、今年度は実施を見送ることといたします。 

 同じく防犯という意味からは、多発する振り込め詐欺や送りつけ商法などの消費者被害

への対応のため、昨年度、御坊市役所に拠点を置いて「日高地域消費生活相談窓口」を共

同で設置しましたので、引き続き消費者行政の充実と強化に取り組んでまいります。 
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 ２つ目の基本目標は、笑顔と健康～みんなで育むまちづくり～でございます。 

 ここでは、平成３０年度は国保事業の都道府県単位化や第７期介護保険事業計画のス

タートなど、新たな制度や取り組みが多数ございますが、これまで同様に着実に施策を推

進してまいります。 

 ①誰もが安心して暮らせる保健・福祉体制の構築につきましては、健康増進を図るため、

「みずからの健康はみずからが守る」という意識を持つことが重要であるとともに、地域

住民による健康づくりの機運を高めることが大事であると考えてございます。 

 そのためには、特定健診、がん検診等の受診率向上に引き続き取り組んでまいります。 

 まず、国保事務の都道府県単位化の件でございますが、大まかな流れとしては、まず県

から美浜町分として県に納めるべき納付金が通知され、この額に基づいて県が示した標準

保険料率を参考に町が保険税率を決定し、県へ納付金を納めることになります。 

 保険給付費の国保連合会への支払いは従来どおり町が支払うこととし、これに対して県

から交付金という形で入ってくることになります。 

 大きな制度改正の年ではありますが、町が行う事務には大幅な変更はありませんので、

引き続き医療費の抑制や訪問指導も実施してまいります。 

 また、後期高齢者医療につきましては、国保から移行される方もおられ、今後、広域連

合への負担金の増加が、懸念されてございます。 

 子ども医療費につきましては、今年度も中学生までの自己負担無料化を継続してまいり

ます。 

 地域福祉の面では、自助・共助・公助の考え方から、地域における日ごろからの近所づ

き合いや、助け合いが重要でございます。 

 今年度は「美浜町地域福祉計画」の策定に取り組むこととしてございます。 

 既に、民生委員、区長、自主防災会の役員さんなど皆様が、それぞれの立場から熱心に

地域福祉活動を実践していただいております。 

 今年度も引き続き、美浜町社会福祉協議会や、民間ボランティアの方も含め、地域で子

どもたちやひとり暮らしの高齢者の方を見守る取り組みを継続してまいります。 

 児童福祉の面からは、総合戦略の「笑顔を創るまちづくり」と関連して、結婚、出産、

子育てへの支援の３つの重要な柱となります。 

 今年度は、今後の子育て施策の方向性の指針となる、「子ども子育て支援計画」の策定

に２カ年かけて取り組むこととしてございます。 

 また、３年間実施してきた婚活サポート事業につきましては、県等主催の婚活事業もあ

り、今年度は検討した結果、実施を見送ることといたしました。 

 出産への支援の面からは、出生祝い金、子育て応援給付金を継続してまいります。 

 また、不妊治療への補助も継続してまいります。 

 子育て支援の面からは、ひまわりこども園の幼保連携型認定こども園の位置づけが確立

し、教育・保育を一体的に行う機能と、全ての子育て世帯を対象に子育て不安に対応した
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相談活動や、親子の集いの場を提供する機能を備えた施設として充実を図ってまいります。 

 昨年度から導入したひまわりこども園の４歳５歳児を対象とした英語教育の取り組みも

非常に好評ですので、継続実施してまいります。 

 学童保育につきましては、昨年度、老朽化した旧みはま幼稚園園舎の解体を行いました。 

 これによって、園舎で遊ぶ子どもたちの安全性が高まったものと認識してございます。 

 障害者福祉は、全ての障害者がその人権を尊重され、差別されることなく、自立し、地

域の中で暮らせる町づくりを目指すことが大切であり、移動支援、自動車操作訓練助成な

ども継続してまいります。 

 日高圏域（１市５町）の共同運営で御坊・日高障害者総合相談センターによる２４時間

体制の相談業務や、地域活動支援センター事業、また事業所に通所している方等の障害介

護給付費は、扶助費が膨らむ要因の一つとはなってございますが、引き続き支援してまい

ります。 

 高齢者福祉につきましては、増築部分の地域包括支援センターが新しい事務所となって、

新たな高齢者福祉の拠点として取り組みを進めているところでございます。 

 今年度からの第７期介護保険事業計画においては、介護サービス利用時の自己負担が最

大３割に引き上げられるなど、幾つかの制度改正がありますが、冒頭にも申し上げたよう

に、周辺の市町で大幅な介護保険料の値上げを予定している自治体もある中で、美浜町の

介護保険料はほぼ横ばいの基準額となる予定でございます。 

 介護保険に頼らない元気な高齢者をふやす取り組みとして、ステップのみはま健康教室

やいきいき１００歳体操など、高齢者の健康づくりによる介護予防を推進した結果であり、

地域包括支援センターを中心に担当課挙げての取り組みの結果と評価してございます。 

 高齢者の生きがい対策としてのシルバー人材事業や、敬老会も継続して実施してまいり

ます。 

 今後とも、一人でも多くの高齢者の方が元気に生きがいをもって暮らせる環境づくりを

図っていく所存でございます。 

 ②人と地域が輝く教育・文化の充実でございますが、学校教育の充実につきましては、

まずはハード面といたしまして、松洋中学校多目的広場屋根等改修工事を実施いたします。 

 この工事によって、大雨の際に雨漏りの原因になっていた構造的なふぐあいが解消でき

るものと考えてございます。 

 また、昨年度雇用の学校司書につきましては、小学校・中学校の図書室を拠点に活躍し

ていただき、学校の評判も高いことから、引き続き配置することとしてございます。 

 新たな取り組みとしては、先生方の事務の軽減とセキュリティー対策を進めるために、

校務支援クラウドシステムへの接続を予定するとともに、クラブ活動における、顧問の先

生の負担を軽減すべく、民間の方を「部活動指導員」として雇用することを予定してござ

います。 

 ふるさと教育につきましては、引き続き各校が総合的な学習の時間等を活用した地域学
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習、福祉学習、職業体験学習等、それぞれ創意工夫をしながら特色ある取り組みを行い、

美浜で育った子どもが、美浜を愛し、将来の美浜を背負っていく気概を持つことができる

よう、環境づくりに努めてまいります。 

 特に、カナダ移民の歴史を後世に伝えるため、地方創生拠点整備交付金を活用した日ノ

岬・アメリカ村再生計画の充実や、クヌッセン機関長の勇気ある行動を後世に語り継ぐ取

り組みを継続したいと考えてございます。 

 青少年の健全育成につきましては、ドルフィンスイム、スキー体験スクールなどを継続

するとともに、青少年育成町民会議を中心に地域住民を含めた民間主導の体制のもとで、

関係各種団体との情報交換等を進めてまいります。 

 生涯学習の推進では、長期総合計画にもありますように、学校教育修了後においても、

住民誰もが自己能力の開発や自己実現を図り、心の豊かな人生を過ごすことができるよう

に、出張おはなし講座などを通じて学習機会の提供、充実を図ってまいります。 

 人権尊重・男女共同参画の推進につきましては、引き続き広報、啓発に努めてまいりま

す。 

 ３つ目の基本目標は、汗と希望～未来に羽ばたくまちづくり～でございます。 

 ①つながりで支えあう産業振興につきましては、まずは地域産業（農業・漁業）でござ

います。農業では引き続き、野菜花き産地総合支援事業補助金を軸に、これからの地域農

業を担う、意欲ある担い手への支援を強化し、経営規模拡大や高品質・低コスト化を促進

してまいります。 

 また、これまで国の施策で実施されてきた「米の直接支払交付金制度」が今年度より廃

止され、当町での水稲経営は以前にも増して厳しいものになると予想しており、新たな試

みとして、農地活用支援制度を創設し、自己所有農地以外の農地を借り受けて耕作する者

に対し、反当たり５，０００円を補助し、生産意欲の向上や優良農地の保全、耕作放棄地

の抑制に努めることといたします。 

 漁業では、来年度中の完成を目指し、引き続き西川地区漁船係留施設の整備を継続して

まいります。 

 次に、地域産業（商業・観光）でございます。中小企業や小規模企業の自主的な努力を

原則としつつ、その振興に係る町の責務や施策の基本方針などを定めた「基本条例」を制

定するとともに、新規に創業される事業者や経営革新のために専門家を招聘する事業者へ

の支援制度を創設いたします。 

 また、引き続き、キャンプ場管理棟を活用したアンテナショップＭＩＨＡＭＡを運営し

て、地元の産品を買ってもらえる場を提供してまいります。 

 昨年度採用した２名の「地域おこし協力隊」の方も、アンテナショップのさらなる充実

や移住推進を進めてもらえるものと期待してございます。 

 もちろん、美浜町商工会ともタイアップしながら、美浜のよさを引き続き情報発信して

いく所存でございます。 
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 ②といたしまして、協働の町づくり体制の構築でございまして、現在進行中の第５次長

期総合計画や美浜創生総合戦略、第７次美浜町行政改革大綱といった、町づくり計画の策

定には、住民参加の立場から参画していただき、懇談会という形でさまざまなご意見を頂

戴してきました。 

 今後とも、町の方向性を決める各種の計画づくりには、できる限り住民の皆様のご意見

を反映しながら進めてまいりたいと考えてございます。 

 町づくりは行政だけでは成り立たず、自治会や自主防災組織といった行政が連携するこ

とで解決につながるケースも少なくありません。 

 今年度も各区・各地区からの地区要望にお応えしながら、連携を深めてまいりたいと考

えてございます。 

 情報化社会への対応につきましては、昨年度はマイナンバー制度が本稼働し、地方自治

体には今まで以上にセキュリティー対策に力を入れるよう求められているところでござい

ます。 

 インターネット接続とＬＧＷＡＮ接続を分離することはもちろん、基幹系システムへの

ログイン方法を顔認証にするなど、対策を講じたところでございます。 

 今年度は、マイナンバーの運用について内部監査を強化することが求められていますの

で、内部規定の整備に取り組んでまいります。 

 行財政運営につきましては、各種施策を進める中で職員のスキルアップは不可欠で、各

種職員研修会への積極的な参加を進めてございます。 

 職員には、若いうちから管理職に任命して、負担をかけている実態もございますが、今

後とも適材適所に配置するとともに、新しい評価システムにより、正当な評価を受けられ

る人事システムを構築していけるよう努めてまいります。 

 財政面では、新たな財源確保の取り組みとして、昨年度は旧和田団地の用地の売却や、

ふるさと納税寄附金の拡大の取り組みを進めてまいりました。 

 今年度は、ふるさと納税寄附金をふやす取り組みをさらに拡大する予定で、美浜町ゆか

りのカナダやデンマークへの旅行なども返礼品メニューに加える検討を進めてまいります。 

 起債償還額については、今年度は減少していますが、大型事業の起債償還が今後始まり

ますので、硬直化はさらに進み、経常収支比率を押し上げるものと認識してございますが、

人命にかかわることでございますので、防災関連事業が一通り終わるまでは、多額の経費

が必要となってまいります。 

 交付税措置の率が高い緊急防災・減災事業債が４年間延長されることになりましたので、

できるだけ有利な起債を活用しながら進めてまいります。 

 広域行政につきましては、市町村間の横連携、県との縦連携の双方向がございます。 

 税務の固定資産評価に係る航空写真撮影の共同実施や、行政不服審査法に係る第三者機

関の事務委託、基幹系電算業務の共同クラウド化などを継続し、広域化を進めてまいりま

す。 
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 昨年度、共同で御坊市に設置した消費生活相談窓口も相談件数が増加し、効果を上げて

ございます。 

 日高地方は、以前より一部事務組合を構成し、市町村の連携については、積極的に取り

組んできており、新たに事務連携できる部分は限られてはきますが、引き続き事務連携で

きるものを模索してまいります。 

 最後に、計画の進行管理でございます。 

 長期総合計画・後期計画については、５年間ＰＤＣＡサイクルを回しながら検証し、そ

のほかの計画につきましても同様であると考えてございます。 

 引き続き、委員の方々の意見も伺いながら計画の進捗管理、進行管理に努めてまいりま

す。 

 以上、平成３０年度の初めに当たり、町政運営について、私の所信の一端と主な施策の

概要について申し上げました。職員と一丸となって行政運営に精一杯取り組む所存でござ

います。 

 議員の皆様を初め、住民の皆様方のご支援とご協力を改めてお願い申し上げ、平成３０

年度の施政方針といたします。 

○議長（髙野正君） しばらく休憩します。 

 再開は１０時とします。 

午前九時四十八分休憩 

   ―――・――― 

午前十時〇〇分再開 

○議長（髙野正君） 再開します。 

 日程第５ 全議案の提案理由説明を求めます。町長。 

○町長（森下誠史君） 平成３０年美浜町議会第１回定例会に当たり、提案いたしました

報告１件、議案２７件、諮問１件につきまして、一括して提案理由を申し上げます。 

 報告第１号は、専決処分事項の報告（平成２９年度美浜町一般会計補正予算（第７

号））についてでございます。 

 年末からふるさと納税が急増し、返礼品の支払いに充てる予算に不足が生じましたので、

既定の歳入歳出予算総額に、それぞれ７，７００千円を追加し、補正後の歳入歳出予算総

額を、４２億５６，８５１千円とするものでございます。 

 去る１月４日付で専決処分させていただきましたものでございます。 

 議案第１号は、美浜町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定め

る条例の制定についてでございまして、介護保険法の改正により、指定居宅介護支援等の

事業の人員及び運営に関する基準については、市町村の条例で定めることとなったもので

ございます。 

 議案第２号は、美浜町中小企業・小規模企業振興基本条例の制定についてでございます。 

 国の小規模企業振興基本法を背景に、中小企業等への振興策を展開してゆくよりどころ
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として、町の最上位の法令である条例により、その基本的な事項を定めるものでございま

す。 

 議案第３号は、美浜町公の施設に係る指定管理者の指定手続き等に関する条例の制定に

ついてでございます。 

 地方自治法第２４４条の２第３項により、法人その他の団体にあって、当該普通地方公

共団体が指定するものに、当該公の施設の管理を行わせるための条例を制定し、事務手続

等について定めるものでございます。 

 議案第４号は、美浜町カナダミュージアムの設置及び管理に関する条例の制定について

でございます。 

 三尾地区でご寄附いただいた古民家を、地方創生の交付金を活用してミュージアムとし

て整備を進めている施設について、公の施設として位置づけるために設置及び管理につい

て定めるものでございます。 

 議案第５号は、美浜町アメリカ村ゲストハウスの設置及び管理に関する条例の制定につ

いてでございます。 

 三尾地区で町がお借りしている古民家を、地方創生の交付金を活用してゲストハウスと

して整備を進めている施設について、公の施設として位置づけるために設置及び管理につ

いて定めるものでございます。 

 議案第６号は、美浜町アメリカ村レストランの設置及び管理に関する条例の制定につい

てでございます。 

 三尾公民館の２階部分を、地方創生の交付金を活用してレストランとして整備を進めて

いる部分について、公の施設として位置づけるために設置及び管理について定めるもので

ございます。 

 議案第７号は、美浜町産品コーナーの設置及び管理に関する条例の制定についてでござ

います。 

 吉原公園南側の保安林内に、地方創生の交付金を活用して産品コーナーとして整備を進

めている部分について、公の施設として位置づけるために設置及び管理について定めるも

のでございます。 

 議案第８号は、美浜町多目的室の設置及び管理に関する条例の制定についてでございま

す。 

 吉原公園南側の保安林内に、地方創生の交付金を活用して多目的室として整備を進めて

いる部分について、公の施設として位置づけるために設置及び管理について定めるもので

ございます。 

 議案第９号は、美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例についてでございます。 

 このたびの条例改正は、法改正により国民健康保険における財政責任主体が都道府県に

なることに伴う、いわゆる都道府県単位化により国民健康保険税の課税額の定義を変更す

る改正を行うものであります。 
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 議案第１０号は、美浜町国民健康保険条例の一部を改正する条例についてでございます。 

 前議案と同様に、国保の都道府県単位化により所要の規定を整備するものでございます。 

 議案第１１号は、美浜町地方活力向上地域における固定資産税の特別措置に関する条例

の一部を改正する条例についてでございます。 

 和歌山県地方活力向上地域特定業務施設整備促進プロジェクトの認定事業者に対し、固

定資産税の特別措置を講ずる制度であるこの条例の認定の根拠である国の地域再生法が改

正され、これを引用する本条例の項ずれを解消するために改正をお願いするものでござい

ます。 

 議案第１２号は、美浜町手数料徴収条例の一部を改正する条例についてでございます。 

 国が定める地方公共団体の手数料の標準に関する政令が３年ごとに見直しされていて、

平成２９年度の見直しによって町が定める手数料のうち、砂利採取法に基づく申請等に係

る手数料を改正するものでございます。 

 議案第１３号は、美浜町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例についてでございます。 

 就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律、いわゆる認

定こども園法が改正され、これを引用する部分に項ずれが生じましたので、改正をお願い

するものでございます。 

 議案第１４号は、美浜町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例についてで

ございます。 

 高齢者の医療の確保に関する法律が改正され、後期高齢者医療制度においても、県外の

施設等に入所して住所を移した場合、７５歳に達しても、もとの自治体の属する後期高齢

者医療広域連合が引き続き保険者となる規定が新たに追加されることになりましたので、

当町の関係条例にも同様の規定を追加するものでございます。 

 議案第１５号は、美浜町介護保険条例の一部を改正する条例についてでございます。 

 介護保険料は３年ごとに見直しされることとなっていて、平成３０年度から３年間の保

険料を定めるとともに、関連条文の整備を行うものでございます。 

 議案第１６号は、美浜町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例についてで

ございます。 

 国の非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の改正に伴って、関連する町

の条例について昨年度に引き続き改正するものでございます。 

 議案第１７号は、平成２９年度美浜町一般会計補正予算（第８号）についてでございま

す。 

 今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ２９，１２５千円を追加し、補

正後の総額を４２億８５，９７６千円とするものでございます。 

 ほとんどが事業の実績確定と精算による減額でございますが、財政調整基金へ２億円を

積み増しすることと、国の補正予算により若野頭首工負担金の前倒し、障害介護給付費の
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追加などが増額の要因でございます。 

 また、地方創生事業や西川地区漁船係留施設整備事業、町道吉原上田井線、三尾場外離

着陸場整備などの一部も明許繰り越しいたします。さらに債務負担行為、地方債の追加、

変更がございます。 

 歳入でございますが、財政調整基金への積み立て財源に充てるために、普通交付税、前

年度繰越金を追加いたします。 

 また、地方債については事業の精算による減額がある一方で、補正予算債を追加してご

ざいます。 

 次に、歳出についてですが、大半が実績による減額でございますが、総務費の財政調整

基金費、積立金は、普通交付税及び前年度繰越金を財源に２億円を追加して積み立てする

ものでございます。 

 民生費の心身障害者福祉費の扶助費では、サービス利用者の増加により障害児給付費な

どを追加してございます。 

 また、農林水産業費、農業費、農地費で、国の補正予算による前倒しにより、若野頭首

工改良事業負担金の追加がございます。 

 議案第１８号は、平成２９年度美浜町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）につい

てでございます。 

 今回、お願いいたします補正は、既定の歳入歳出予算の総額から、それぞれ４３，９５５

千円を減額し、補正後の歳入歳出予算の総額を１２億２０，９１３千円とするものでござ

います。 

 今回の補正は、高額医療費共同事業交付金、保険財政共同安定化事業交付金の確定によ

る減額などによるものでございます。 

 議案第１９号は、平成２９年度美浜町介護保険特別会計補正予算（第４号）についてで

ございます。 

 今回、お願いいたします補正は、既定の歳入歳出予算の総額から、それぞれ３５，２１０

千円を減額して、補正後の歳入歳出予算の総額を８億２５，７８９千円とするものでござ

います。 

 主に施設介護サービス給付費の実績見込みによる減額と、これに伴う財源の調整でござ

います。 

 議案第２０号は、平成２９年度美浜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）につ

いてでございます。 

 今回、お願いいたします補正は、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ８，９２１千

円を追加して、補正後の歳入歳出予算の総額を２億４，５８０千円とするものでございま

す。実績により減額するとともに、諸支出金、償還金及び還付加算金では、平成２８年度

療養給付費の精算により償還金の追加がございます。 

 議案第２１号は、平成３０年度美浜町一般会計予算についてでございます。 
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 細部説明の際に詳しくご説明いたしますので、ここでは概要のみといたします。 

 平成３０年度歳入歳出予算の総額は、それぞれ３７億５６，８５１千円で、前年度の当

初予算と比較いたしますと、１億６６，４６８千円の減額、率にして４．２４％の減でご

ざいます。継続事業である町道吉原上田井線改良工事の事業費の減額等が主な要因でござ

います。今年度も、最終的には財政調整基金から２億５０，０００千円を繰り入れるなど、

苦しい予算編成となってございます。 

 では、歳入の方から申し上げます。 

 町税の合計は、５億９６，７５２千円で、対前年度比では２，１１６千円の増額、率に

して０．３６％の増でございます。 

 地方譲与税、地方揮発油譲与税は５，０００千円で、前年度と同額でございます。 

 自動車重量譲与税は１４，０００千円で、前年度比で２，０００千円の増額、地方譲与

税の合計は１９，０００千円で、対前年度比では２，０００千円の増額でございます。 

 利子割交付金は１，０００千円で、前年度と同額でございます。 

 配当割交付金は３，０００千円で、前年度より３，０００千円の減額でございます。 

 株式等譲渡所得割交付金は３，０００千円で、前年度と同額でございます。 

 地方消費税交付金は１億１０，０００千円で、対前年度比では１０，０００千円の増額

でございます。 

 自動車取得税交付金５，０００千円は、前年度と比較して１，０００千円の増額。 

 地方特例交付金は２，０００千円で、前年度と同額でございます。 

 地方交付税は１４億９０，８７８千円で、対前年度比１７，１１６千円の増額、率にし

て１．１６％の増加でございます。 

 普通交付税につきましては、地方財政計画ではマイナスとなっていて、国勢調査人口の

減少による影響などもあって増額は見込めない状況にあります。 

 特別交付税につきましては、地方創生事業分の上乗せが確保できる見通しにより計上し

たものでございます。 

 交通安全対策特別交付金は６００千円で、前年度と同額を計上してございます。 

 分担金の計は４，４１４千円、負担金の計は７４，４２１千円で、合計は７８，８３５

千円で、対前年度比で９８２千円の減額でございます。 

 使用料及び手数料の合計は４１，７３１千円で、対前年度比では４２４千円の減額、国

庫支出金の合計は４億６６，０６６千円、対前年度比は１億８，８３２千円の減額でござ

います。 

 県支出金の合計は２億７０，０２６千円で、対前年度比は１，８４３千円の増額でござ

います。 

 財産収入、財産運用収入につきましては、各種基金の利子及び配当金、財産貸付収入で、

財産運用収入の合計は３，０４６千円でございます。 

 寄附金、一般寄附金２０，０００千円は、ふるさと納税に係る寄附金でございまして、
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昨年度からの取り組みにより大幅な増額を見込んだものでございます。 

 繰入金、基金繰入金、財政調整基金繰入金が２億５０，０００千円で、前年度比４０，０００

千円の減額、高齢者福祉基金繰入金が１０，０００千円、水と土保全基金繰入金は１９千

円でございます。 

 繰入金の合計は２億６０，０１９千円で、対前年度比は４８，５７６千円の減額でござ

います。 

 繰越金７０，０００千円は、前年度と同額を計上してございます。 

 諸収入の合計は２６，６９８千円、対前年度比では１，８１７千円の増額でございます。 

 町債につきましては、昨年度に引き続き起債対象になる事業に対しては、できるだけ有

利な起債を充当した予算編成となってございます。 

 町債の合計は２億８９，２００千円、対前年度では５５，１００千円の減額でございま

す。 

 以上が、歳入の状況でございます。 

 続きまして、歳出についてですが、議会費は６１，２９１千円で、対前年度比では

８，４５４千円の減額でございます。 

 今年度は、新たな取り組みとして、本会議の様子をインターネットの動画配信サイト、

ユーチューブで見られる仕組みを導入いたします。 

 総務費、一般管理費は２億１８，１８７千円で、対前年度比では１，９５６千円の増額

でございます。 

 一般管理費の主な経費は、町長、副町長の特別職の人件費、総務政策課、防災企画課、

出納室の一般職員分と、新規職員の人件費等が計上されてございます。また、庁舎管理全

般に係る経費を計上してございます。特に、今年度は、ふるさと納税返礼及び事務手数料

を大幅に増額してございます。 

 文書広報費は７，０９１千円でございます。 

 財産管理費は５１，６４７千円で、旧三尾小学校講堂の解体、濱ノ瀬住民会館の修繕工

事を実施いたします。 

 企画費は１，３４２千円で、煙樹ヶ浜フェスティバルの開催等の補助金でございます。 

 なお、今年度ひまわり植栽事業は見送り、町の花ひまわりの今後のあり方を検討してま

いります。 

 青少年対策費は４，００３千円、公害対策費は１，０１６千円で、地球温暖化対策実行

計画分析業務等でございます。 

 交通安全対策費は２，３３２千円で、交通指導員の報酬やカーブミラーの設置、修繕な

どの経費でございます。 

 電子計算費は５７，９９２千円で、対前年度比は１５４千円の減額でございます。 

 マイナンバー制度に対応するため、共同クラウドシステムへの切りかえも完了し、ほぼ

通常必要な経費のみの予算計上となりました。 
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 地籍調査事業費は１１，３６０千円、対前年度比では５，６７１千円の減額でございま

す。吉原地区の圃場整備事業区域を調査することになりましたので、今年度立ち会いと測

量を実施するものでございます。 

 諸費は２２，８４１千円で、主な負担金は、御坊広域行政事務組合や各地区への活動助

成、コミュニティ助成等でございます。 

 財政調整基金費以下は、それぞれ利子積立金でございます。 

 地方創生事業費９１，１０４千円は、引き続き事業として、アンテナショップＭＩＨＡ

ＭＡ及び地域おこし協力隊の人件費等、また、地方創生推進交付金を活用した吉原公園の

広場整備等や協議会への補助金も計上してございます。 

 なお、婚活サポート事業とマイホーム取得支援事業は、効果が限定的であると見られる

ことから今年度は廃止いたします。 

 総務費、総務管理費の合計は４億７１，２６５千円、対前年度比は１億４５６千円の大

幅な増額でございます。 

 徴税費、税務総務費は３０，３０７千円で、対前年度比は２１，２３５千円の減額、賦

課徴収費は５，１８２千円で、対前年度比では７７０千円の減額、徴税費の合計は

３５，４８９千円、対前年度比は２２，００５千円の減額でございます。 

 戸籍住民基本台帳費２４，７５５千円は、人件費、戸籍事務等に要する経費を計上して

ございます。今年度も引き続き、マイナンバー導入に伴う個人番号カードの交付や、日高

町、由良町と３町の共同で進める戸籍管理システムの経費を計上してございます。 

 また、旧姓表記にかかるシステム改修費を今年度も計上してございます。 

 選挙費でございますが、今年度は、選挙管理委員会とは別に１１月に予定されている県

知事選挙費、来年２月に予定されている町長、町議会議員選挙、来年３月から４月初旬に

かけての県議会議員選挙、同じく３月に予定の土地改良区総代選挙に係る経費をそれぞれ

計上してございます。 

 選挙費総額で１６，０９１千円、前年度と比較して１５，７３０千円の増額でございま

す。 

 統計調査費は８０９千円でございます。 

 監査委員費５７６千円は、前年度と同額です。 

 以上、総務費の総額は５億４８，９８５千円、対前年度比は９７，９３５千円の増額、

率にして２１．７１％の増加でございます。 

 民生費、社会福祉費、社会福祉総務費は１億３４，４５３千円、対前年度比は１３，１０３

千円の減額でございます。国民健康保険特別会計への繰出金の減少が主な要因でございま

す。 

 国民年金費は８，９８９千円で、職員の人件費や事務経費を計上してございます。 

 今年度は、制度改正に伴うシステム改修を予定してございます。 

 老人福祉費は３億４１，２９９千円で、対前年度比は２６，３５７千円の増額でござい
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ます。敬老会の費用や老人クラブへの補助金、また、後期高齢者医療広域連合負担金、養

護老人ホームの措置費なども計上してございます。 

 繰出金２億７８，４９２千円の内訳は、介護保険特別会計１億３７，８５０千円、後期

高齢者医療特別会計１億４０，６４２千円でございます。 

 社会福祉施設費は９，５１５千円で、御坊日高老人福祉施設事務組合の負担金でござい

ます。 

 心身障害者福祉費１億８０，６７０千円、対前年度比は２，７５４千円の増額でござい

ます。サービス利用者の増加による障害児給付費の増加等が主な要因でございます。 

 扶助費は１億５９，３４４千円で、対前年度比２，１７４千円の増加でございます。 

 福祉センター管理費は３，６６２千円で、光熱水費、エレベーター保守管理等、福祉セ

ンターの管理に要する経費を計上してございます。 

 心身障害者医療費は２６，２４４千円で、医療費等の減により９２０千円の減額でござ

います。 

 老人保健費８３千円は、老人医療に係る事務経費や医療費の見込み額を計上してござい

ます。 

 地域包括支援センター運営費は３５，６５１千円で、対前年度比は１，０２９千円の減

額でございます。要支援認定の方のプラン作成委託料の減額が主な要因でございます。 

 社会福祉費の総額は７億４０，５６６千円でございます。 

 児童福祉費、児童福祉総務費は９６，１９２千円でございます。出生祝い金の給付、子

育て応援給付金や児童手当支給に関するものでございます。 

 児童福祉施設費は１億３，９５０千円で、学童保育友遊クラブの解体工事が終了しまし

たので、１８，９７４千円の減額となってございます。 

 児童措置費は３９，７４１千円で、医療費など扶助費の減額によるものでございます。 

 児童福祉費の総額は２億３９，８８３千円で、対前年度比は２２，９５２千円の減額で

ございます。 

 民生費の総額は９億８０，４４９千円、対前年度比３０，６７１千円の減額、率にして

３．０３％の減でございます。 

 次に、衛生費、保健衛生費、保健衛生総務費は１億７３，６２０千円、対前年度比は

４，７３４千円の増額でございます。今年度は、日高病院への負担金が増額となったこと

が主な要因でございます。 

 ここでの経費としては、職員の人件費のほかに、乳幼児健診等に係る賃金や医師の雇い

上げ賃金等を計上してございます。 

 負担金補助及び交付金１億２５，８８３千円の中には、日高病院への負担金１億

２１，８４６千円が含まれてございます。 

 水道会計への繰出金は、若野頭首工への負担金でございます。 

 予防費は４５，６８４千円、対前年度比は１５２千円の増額でございます。各種検診や
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予防接種に係る経費を計上してございます。 

 環境衛生費は１０，９８１千円で、対前年度比は２，７３０千円の増額でございます。

一斉清掃の報償費や火葬場の燃料費、光熱水費、火葬業務等委託料などを計上してござい

ます。 

 墓地基金費は２０千円で、基金への利子分の積み立てでございます。 

 墓地管理費は２，４００千円で、墓地管理に要する経費を計上してございます。 

 保健衛生費の総額は２億３２，７０５千円で、対前年度比は７，５６６千円の増額でご

ざいます。 

 次に、清掃費について申し上げます。 

 塵芥処理費は１億２８，６８６千円、対前年度比は２，８０７千円の減額でございます。 

 ごみ集積場所監視カメラ借上料は、地区要望もあり、今年度、監視カメラを２カ所増設

する予定でございます。 

 負担金補助及び交付金は６８，３３１千円で、清掃センター負担金６５，７４１千円、

資源ごみ集団回収助成２，４００千円などでございます。清掃センター負担金は、前年度

から３，０３１千円の減額となってございます。 

 し尿処理費は２５，７２８千円で、対前年度比は５９千円の増額で、ほぼ前年度と同額

でございます。 

 清掃費の総額は、１億５４，４１４千円でございます。対前年度比は２，７４８千円の

減額でございます。 

 衛生費の合計は３億８７，１１９千円、対前年度比は、４，８１８千円の増額でござい

ます。 

 次に、農林水産業費、農業費、農業委員会費は８，８８５千円、対前年度比は２７１千

円の増額でございます。 

 農業総務費は１９，１３９千円で、対前年度比は１，７８４千円の減額でございます。 

 農業研修センターの指定管理料や、負担金補助及び交付金では、町農業振興研究会等の

各種団体への負担金や有害鳥獣捕獲支援事業補助金等を計上してございます。 

 農業振興費は１７，７７２千円で、５，５３６千円の増額でございます。 

 ここでは、新たな試みとして農地活用支援制度を創設し、自己所有農地以外の農地を借

り受けて耕作される方に対し、反当たり５千円を補助することといたします。 

 農地費は７０，５０１千円で、対前年度比は８，１７４千円の増額でございます。今年

度は、上田井地区と田井畑地区の水路改良工事を継続して進めてまいります。 

 農業費の合計は１億１６，２９７千円、対前年度比は１２，１９７千円の増額でござい

ます。 

 林業費、林業総務費は４１，８６０千円、対前年度比は３４３千円の増額でございます。 

 本年度も引き続き、保安林の松くい虫防除事業として薬剤の地上散布７８ha３回分、特

別伐倒駆除、樹幹注入、支障木伐採委託料を計上してございます。 



平成３０年美浜町議会第１回定例会（第１日） 

 

24 

 

 次に、水産業費について申し上げます。 

 水産業振興費は１億９４，７９９千円、対前年度比は４４，２６４千円の増額でござい

ます。増額の要因は、日高港西川地区漁船係留施設の事業費の増によるものでございます。 

 日高港西川地区漁船係留施設整備は、県との委託契約により実施するもので、その委託

料１億７６，２０２千円を計上してございます。 

 漁港管理費は７１５千円で、漁港管理に要する経費でございます。 

 漁港建設費は２２，００３千円で、対前年度比１５，６７４千円の減額でございます。 

 大三尾の陸閘の電動化工事が終了する一方で、新規に海岸堤防等老朽化対策事業として

１６，５００千円を計上してございます。三尾漁港海岸漂着物等地域対策推進事業も継続

して進めてまいります。 

 美浜町水産業振興基金費１１８千円は、利子積立金でございます。 

 水産業費の総額は２億１７，６３５千円で、対前年度比では２８，６０５千円の増額で

ございます。 

 農林水産業費の総額は３億７５，７９２千円、対前年度比は４１，１４５千円の増額で

ございます。 

 次に、商工費は６，７１０千円で、対前年度比７７５千円の増額でございます。 

 中小企業等の振興施策の一環として、新たに中小企業・小規模企業振興補助金の制度を

創設いたします。今年度も美浜町商工会とタイアップしながら、美浜町の特産品を売り出

す取り組みを進めてまいります。 

 町商工会への補助金のほか、中紀地域職業訓練センター運営助成金等各種負担金を計上

してございます。 

 観光費は、６，２１５千円で、対前年度比では２５，８６５千円の減額でございます。 

 商工費の総額は１２，９２５千円でございます。 

 次に土木費、土木管理費、土木総務費は２８，４７８千円、対前年度比では１，２４０

千円の増額でございます。主に、職員の人件費と事務経費や、各種負担金等を計上してい

ますが、新たに美浜町、日高町、由良町の３町と民間会社、団体で立ち上げる県道御坊由

良線整備促進協議会の負担金も計上してございます。 

 道路橋梁費、道路橋梁総務費は３，４０１千円で、防犯灯に関係する経費でございます。 

 なお、防犯灯のＬＥＤ化は昨年度で完了いたしました。 

 道路維持費は１１，２２３千円、対前年度比は８６４千円の減額でございます。 

 道路新設改良費は２億９９３千円、対前年度比では１億６５，５８７千円の減額でござ

います。これは、工事請負費で継続して実施している社会資本整備総合交付金による、町

道吉原上田井線改良工事の今年度の事業費が下がったことによりますが、債務負担１億円

と合わせて、２カ年で橋梁上部工事に取りかかるものでございます。 

 さらに、通学路の安全対策として、町道田井和田中央線の路側帯へのカラー舗装や、道

路橋定期点検結果に基づく橋梁補修工事などについても、社会資本整備総合交付金により
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行います。 

 道路橋梁費の合計は２億１５，６１７千円でございます。 

 海岸管理費、河川海岸保全費は８１２千円で、西川河川改修事業推進協議会への補助金

などでございます。さきの国の補正予算に伴い、県の西川河川改修事業に多額の整備費用

が追加されたことから、進捗が少しでも早まればと大いに期待してございます。 

 砂防費は５２０千円で、県営事業の小規模がけ崩れ対策事業負担金等がございます。 

 河川海岸費の合計は１，３３２千円でございます。 

 港湾費、港湾管理費は９０千円で、協会の負担金等を計上してございます。 

 都市計画費、都市計画総務費９１千円は、都市計画に要する事務経費を計上してござい

ます。 

 下水道費は、公共下水道事業特別会計への繰出金で９１，３８９千円でございます。下

水道料金の統一に伴い、一般会計からの繰出金は増額となってございます。 

 都市計画費の合計は９１，４８０千円でございます。 

 住宅費、住宅管理費は２，６３３千円で、大浜団地、和田Ｂ団地、Ｃ団地の維持経費で

ございます。 

 住宅基金費２，０３８千円は、住宅基金積立金の利子分のほかに、昨年度に引き続き、

家賃収入と起債償還額の差額２，０００千円を積み立てするものでございます。 

 住宅費の合計は４，６７１千円でございます。 

 土木費の合計は３億４１，６６８千円、対前年度比は１億６３，５３４千円の減額でご

ざいます。 

 消防費、非常備消防費は１２，２０６千円で、対前年度比は２，０９９千円の増額でご

ざいます。今年度は、県のポンプ操法大会への出場の年となっていますので、そのための

経費を増額してございます。 

 消防施設費は４，３１１千円で、消火栓ボックスなどの備品購入費などでございます。 

 災害対策費は１億４４，３５２千円でございます。 

 新たに濱ノ瀬地区津波避難施設の工事請負費、用地購入費、電柱の移転補償費、合わせ

て１億７，９０４千円を計上してございます。また、新たに上田井地区津波避難施設基本

設計も委託料に計上いたしました。 

 常備消防費は１億３０，０２１千円で、日高広域消防事務組合負担金等でございます。 

 消防費の合計は２億９０，８９０千円、対前年度比では９８，７９６千円の減額、率に

して２５．３５％の減となってございます。 

 教育費、教育総務費、教育委員会費は１，５７８千円、教育委員等の報酬１，４２５千

円、そのほか教育委員会運営に要する経費を計上してございます。 

 事務局費は４６，４２１千円、対前年度比は１，０５９千円の増額でございます。職員

の人件費や松洋中生徒の通学バスの運行委託料などを計上してございます。 

 昨年度雇用した町単の図書館司書は、小学校、中学校の図書室を巡回して図書室の環境
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整備、書棚の整理などに従事してもらっていて、現場の評判もよいことから、引き続き雇

用の予定でございます。 

 また、先生方の事務負担を軽減すべく、共通フォーマットにより成績管理等を行うクラ

ウドによる校務支援システムを今年度から導入しますので、その初期設定費用を計上して

ございます。 

 教育諸費は３，２２５千円で、各種協議会等への各種負担金等を計上してございます。 

 外国青年招致事業費４，８１８千円で、英語指導助手に要する経費を計上してございま

す。３年間ご活躍いただいたエミリー先生にかわり、８月からは新しいＡＬＴが来られる

予定になってございます。３年間ご活躍いただいたエミリー先生には感謝いたします。 

 教育費、教育総務費の合計は５６，０４２千円でございます。対前年度比は１，２８３

千円の増額でございます。 

 小学校費、学校管理費は４３，９６３千円、対前年度比は４，７９８千円の減額でござ

います。５年を経過する学校のコンピューターシステムを１年間再リースすることとしま

したので、大幅な減となっているものでございます。 

 使用料及び賃借料で、コンピューターの再リースにより大幅に下がりましたが、新たに

クラウドによる校務支援システムを今年度から導入しますので、新たにシステム使用料が

発生いたします。 

 原材料費は９５千円で、備品購入費は３，９２０千円、校舎器具や図書の購入費でござ

います。 

 教育振興費は３，９８６千円で、対前年度比では７８９千円の増額でございます。 

 小学校費の合計は４７，９４９千円で、対前年度比は４，００９千円の減額でございま

す。 

 中学校費、学校管理費は４９，６７３千円、対前年度比は２０，０２４千円の増額でご

ざいます。懸案であった松洋中学校多目的広場の雨漏り修繕工事２４，４８１千円を計上

してございます。 

 また、部活動顧問の先生の負担を軽減すべく、今年度、新たに部活動指導員を雇用する

ための賃金を追加してございます。 

 使用料及び賃借料では、小学校と同じくコンピューターを再リースいたしますが、成績

管理等を行うクラウドによる校務支援システムを今年度から導入しますので、新たにシス

テム使用料が発生いたします。 

 備品購入費は図書購入費等でございます。 

 負担金補助及び交付金２，０３８千円は、部活動への助成、そのほか管理運営に要する

経費を計上してございます。 

 教育振興費３，２２２千円、対象者の増により対前年度では７２８千円の増額でござい

ます。準要保護費等を計上してございます。 

 中学校費の合計は５２，８９５千円で、対前年度比は２０，７５２千円の増額でござい
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ます。 

 こども園費、ひまわりこども園費は１億７０，７３３千円で、対前年度比では８，５２９

千円の増額でございます。 

 委託料では、今年度も引き続き４歳、５歳児を対象に、委託先から英語講師を派遣して

もらう事業を継続いたします。 

 社会教育費、社会教育総務費は２１，０５８千円で、対前年度比は１０１千円の減額で

ございます。 

 公民館費は１５，９１７千円、対前年度比は４，６０６千円の増額でございます。中央

公民館２階の空調設備更新工事等が増加の主な要因でございます。 

 文化振興費は６９２千円で、文化振興事業等に要する経費を計上してございます。 

 町文化協会は、今年度５０周年を迎えるということで、その記念行事に係る補助金を計

上してございます。 

 図書館費は１０，４６８千円で、対前年度比では３，２３９千円の増額でございます。

空調設備更新工事の追加が増額の要因でございます。 

 社会教育費の合計は４８，１３５千円で、対前年度比は７，９６６千円の増額でござい

ます。 

 保健体育費、保健体育総務費は１，８３６千円でございます。 

 体育施設費は３，３０８千円、対前年度比は１，２１３千円の減額でございます。 

 学校給食施設費は５４，２１６千円、対前年度比２，５１１千円の減額でございます。

生徒数の減少により、食数の減が主な要因でございます。 

 保健体育費の合計は５９，３６０千円、対前年度比は３，７２６千円の減額でございま

す。 

 教育費の合計は４億３５，１１４千円、対前年度比は３０，７９５千円の増額でござい

ます。 

 公債費、元金償還金が２億９２，４４８千円、対前年度比では１０，２２５千円の減額

でございます。 

 利子償還金は２５，１７０千円で、対前年度比は４，３９１千円の減額でございます。 

 公債費の合計は３億１７，６１８千円で、対前年度比では１４，６１６千円、４．４０％

の減額となってございます。 

 予備費につきましては５，０００千円、前年度と同額を計上しています。 

 以上が、平成３０年度美浜町一般会計予算の概要でございます。 

 議案第２２号は、平成３０年度美浜町国民健康保険特別会計予算についてでございます。 

 美浜町国民健康保険特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ９億６３，５４５千円で、

前年度と比較して２億５１，６９０千円、２０．７１％の減でございます。 

 これは、国保事業の都道府県単位化によって、昨年度まで町の国保会計において計上し

ていた予算が、和歌山県の予算で計上となったことが主な要因でございます。人口減少と
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後期高齢者医療への移行により被保険者が減少となったため、保険給付費も減少してござ

います。 

 議案第２３号は、平成３０年度美浜町農業集落排水事業特別会計予算についてでござい

ます。 

 美浜町農業集落排水事業特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ７５，４５６千円で

ございます。対前年度比は、率にして４．８０％、金額で３，８０１千円の減額となって

ございます。 

 下水道料金の統一により、入山、上田井処理区の使用料が低下しますので、これに伴う

農林水産業費使用料が減額となる一方で、歳出では施設管理費のうち汚泥処理料を大幅に

抑え、起債の償還額も減少することで歳入歳出の均衡を図ってございます。 

 議案第２４号は、平成３０年度美浜町公共下水道事業特別会計予算についてでございま

す。 

 美浜町公共下水道事業特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億７７，３５８千円

でございます。対前年度比では３２．１８％、金額で４３，１８２千円の増額となってご

ざいます。 

 維持管理に係る経費、起債の償還に係る経費とは別に、下水道料金の統一により下水道

施設使用料の減額と、松原地区公共下水道事業開始時に受益者負担金をいただいた分の返

還に係る償還金の増額がございます。 

 議案第２５号は、平成３０年度美浜町介護保険特別会計予算についてでございます。 

 美浜町介護保険特別会計の総額は、歳入歳出それぞれ８億２９，１２８千円で、前年度

と比較し、２１，５３４千円、率にして２．５３％の減額となってございます。 

 今年度は、第７期介護保険事業計画の初年度であり、前期計画から見直しされた介護保

険料の標準となる第５段階の金額が、これまでの月額５，８２０円から５，８８０円と、

わずか６０円の値上げで済む見通しとなってございます。 

 議案第２６号は、平成３０年度美浜町後期高齢者医療特別会計予算についてでございま

す。 

 予算総額は、歳入歳出それぞれ２億１２，５３６千円、前年度と比較して１８，３０９

千円、率にして９．４３％の増加となってございます。広域連合へ納める納付金が増加し

たことが、主な要因でございます。 

 議案第２７号は、平成３０年度美浜町水道事業会計予算についてでございます。 

 今年度は、業務の予定量として、給水戸数３，８１１戸、年間総給水量８５万６，０００

㎥を見込みまして、１日平均給水量は２，３５０㎥を予定してございます。 

 収益的収支については、事業収益１億４０，０１４千円、対前年度比０．３％の減でご

ざいます。 

 事業費用は１億３５，２１３千円、対前年度比０．７１％の減でございます。 

 資本的収支につきましては、資本的収入５４０千円、資本的支出は４１，０１９千円を
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予定してございます。 

 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて、現在、ご活躍いた

だいております美浜町大字吉原６８３番地三上良章氏、美浜町大字和田１１３８番地の

２７６田中紀子氏、お二人につきましては、任期が６月３０日までとなってございます。 

 任期を迎えるに当たり、お二人にぜひとも引き続きお願いしたい旨をお伝えしたところ、

快くお引き受けいただきましたので、人権擁護委員法第６条第３項の規定により議会の議

決をお願いするものでございます。 

 以上、本定例会に提案いたしました報告１件、議案２７件、諮問１件について、一括し

て提案理由を申し上げました。 

 何とぞよろしくご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（髙野正君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 したがって、本日はこれで散会します。 

午前十時五十九分散会 

 再開は、１３日午前９時です。 

 この後、１１時１０分より会議室で全員協議会を行います。 

 終了後、各常任委員会を開きますのでよろしくお願いします。お疲れさまでした。 


